






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































それ 60 5 4 （
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しかれば （（ 5 （40 （（（ （（（
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表
１
　
文
頭
の
語
句
の
使
用
状
況
5（ 矢毛：蓮如「御文」の語学的検討
簡
の
数
と
「
ソ
モ
ソ
モ
」
で
始
ま
る
書
簡
の
そ
れ
と
は
拮
抗
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
す
る
と
、「『
五
帖
御
文
』
の
各
書
簡
は
、『
ソ
レ
』
ま
た
は
『
ソ
モ
ソ
モ
』
で
始
ま
る
」
と
定
義
し
て
も
、
あ
な
が
ち
誤
り
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
語
は
漢
文
で
言
う
「
発
語
の
辞
」
で
あ
っ
て
、
物
事
を
説
き
起
こ
す
際
に
用
い
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。「
御
文
」
が
実
際
の
法
座
の
場
で
読
み
上
げ
ら
れ
る
時
に
も
、「
ソ
レ
」
や
「
ソ
モ
ソ
モ
」
で
文
章
が
始
ま
る
と
、
読
み
上
げ
る
者
だ
け
で
無
く
聴
衆
も
何
か
改
ま
っ
た
、「
こ
れ
か
ら
蓮
如
上
人
の
お
言
葉
に
、
ひ
い
て
は
阿
弥
陀
如
来
の
お
言
葉
に
接
す
る
の
だ
」
と
い
う
様
な
心
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
用
例
を
掲
げ
て
お
く
。
夫
当
流
開
山
聖
人
ノ
ヒ
ロ
メ
タ
マ
フ
ト
コ
ロ
ノ
一
流
ノ
ナ
カ
ニ
オ
ヒ
テ
　
ミ
ナ
勧
化
ヲ
イ
タ
ス
ニ
… 
（
二
ノ
三
冒
頭
）
夫
人
間
ノ
浮
生
ナ
ル
相
ヲ
ツ
ラ
〳
〵
観
ス
ル
ニ
　
オ
ホ
ヨ
ソ
ハ
カ
ナ
キ
モ
ノ
ハ
コ
ノ
世
ノ
始
中
終
マ
ホ
ロ
シ
ノ
コ
ト
ク
ナ
ル
一
期
ナ
リ
（
五
ノ
一
六
冒
頭
）
抑
当
年
ノ
夏
コ
ノ
コ
ロ
ハ
ナ
ニ
ト
ヤ
ラ
ン
　
コ
ト
ノ
ホ
カ
睡
眠
ニ
オ
カ
サ
レ
テ
ネ
ム
タ
ク
サ
フ
ラ
フ
ハ
… 
（
一
ノ
六
冒
頭
）
抑
開
山
聖
人
ノ
御
一
流
ニ
ハ
ソ
レ
信
心
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
モ
テ
先
ト
セ
ラ
レ
タ
リ 
（
二
ノ
二
冒
頭
）
た
だ
、
特
に
「
ソ
レ
」
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
書
簡
の
冒
頭
で
用
い
ら
れ
る
ば
か
り
で
は
無
く
、
用
例
数
と
し
て
は
む
し
ろ
そ
れ
以
外
の
場
合
の
方
が
上
回
っ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
次
に
「
三
ノ
一
二
」（
文
明
八
〈
一
四
七
六
〉
年
正
月
）
の
例
を
示
す
。
抑
イ
ニ
シ
ヘ
近
年
コ
ノ
コ
ロ
ノ
ア
ヒ
タ
ニ
諸
国
在
々
所
々
ニ
オ
ヒ
テ
…
（
中
略
）
…
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
マ
ツ
当
流
ノ
義
ヲ
タ
テ
ヒ
ト
ヲ
勧
化
セ
ン
ト
オ
モ
ハ
ン
ト
モ
カ
ラ
ニ
オ
ヒ
テ
ハ
　
ソ
ノ
勧
化
ノ
次
第
ヲ
ヨ
ク
存
知
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ夫
当
流
ノ
他
力
信
心
ノ
ヒ
ト
ト
ホ
リ
ヲ
ス
ヽ
メ
ン
ト
オ
モ
ハ
ン
ニ
ハ
　
マ
ツ
宿
善
无
宿
善
ノ
機
ヲ
沙
汰
ス
ヘ
シ
（
後
略
）
冒
頭
か
ら
、
近
来
方
々
で
聞
き
齧
り
生
煮
え
の
理
解
な
が
ら
自
ら
を
仏
法
者
と
称
し
て
誤
っ
た
宗
義
を
説
き
、
反
っ
て
正
統
な
門
徒
を
謗
る
い
わ
ば
似
非
坊
主
が
は
び
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
咎
め
て
、
正
し
い
布
教
に
当
た
っ
て
は
ま
ず
勧
化
の
順
序
を
よ
く
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
一
旦
結
論
す
る
。
そ
こ
で
改
め
て
「
夫
」
が
用
い
ら
れ
、「
当
流
」
す
な
わ
ち
真
宗
の
他
力
信
心
を
勧
化
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
第
一
に
宿
善
・
無
宿
善
と
い
う
こ
と
を
問
題
と
す
る
べ
き
で
あ
る
（
以
上
引
用
箇
所
）
と
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
理
由
を
縷
々
説
諭
し
て
ゆ
く
訳
で
あ
る
。
当
該
の
「
夫
」
は
、
冒
頭
の
「
抑
」
と
相
俟
っ
て
、
現
今
の
問
題
と
は
何
か
、
ま
た
そ
れ
へ
の
対
処
に
は
何
が
肝
要
か
を
断
ず
る
前
触
れ
と
し
て
、
読
む
者
そ
し
て
聴
く
者
の
襟
を
お
の
お
の
正
さ
せ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
同
様
の
例
と
し
て
、「
四
ノ
一
二
」（
明
応
七
〈
一
四
九
八
〉
年
二
月
）
の
冒
頭
か
ら
一
部
を
引
用
す
る
。
抑
毎
月
両
度
ノ
寄
合
ノ
由
来
ハ
ナ
ニ
ノ
タ
メ
ソ
ト
イ
フ
ニ
　
サ
ラ
ニ
他
ノ
コ
ト
ニ
ア
ラ
ス
自
身
ノ
往
生
極
楽
ノ
信
心
獲
得
ノ
タ
メ
ナ
ル
カ
ユ
ヘ
ナ
リ
…（
中
略
）
…
所
詮
自
今
已
後
ニ
オ
ヒ
テ
ハ
不
信
ノ
面
々
ハ
ア
ヒ
タ
カ
ヒ
ニ
信
心
ノ
讃
嘆
ア
ル
ヘ
キ
コ
ト
肝
要
ナ
リ
ソ
レ
当
流
ノ
安
心
ノ
ヲ
モ
ム
キ
ハ
ア
ナ
カ
チ
ニ
ワ
カ
身
ノ
罪
障
ノ
フ
カ
キ
ニ
ヨ
ラ
ス
（
後
略
）
本
書
簡
は
「
毎
月
両
度
ノ
寄
合
」
つ
ま
り
各
地
の
手
次
の
寺
院
や
道
場
に
定
期
的
に
門
徒
た
ち
が
集
ま
り
、
真
宗
の
教
義
や
自
ら
の
信
心
に
つ
い
て
語
り
合
う
「
講
」
の
意
義
を
説
く
。
こ
の
会
合
の
理
由
は
他
で
も
無
く
参
集
の
各
人
が
極
楽
往
生
の
信
心
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
で
あ
る
の
に
、（
最
近
は
単
な
る
宴
会
の
様
な
集
ま
り
と
な
っ
て
い
る
、
と
嘆
く
。）
今
後
は
、
門
徒
各
人
が
お
互
い
に
自
ら
の
信
心
を
語
り
合
い
、
聴
き
合
う
「
讃
嘆
」
を
行
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
、
と
諭
す
。
（
こ
れ
を
承
け
て
、
当
該
の
「
ソ
レ
」
に
続
き
「
当
流
ノ
安
心
」
―
真
宗
の
教
義
―
の
簡
に
し
て
要
を
得
た
開
陳
が
な
さ
れ
た
後
、
宗
義
を
し
っ
か
り
と
弁
え
て
5（久留米大学文学部紀要　国際文化学科編第36号
い
る
者
こ
そ
真
実
の
信
心
の
持
ち
主
で
あ
る
、
と
念
押
し
す
る
訳
で
あ
る
。）
こ
こ
で
、
今
度
は
書
簡
冒
頭
以
外
の
「
そ
も
そ
も
」
の
例
か
ら
、「
五
ノ
一
三
」
の
そ
れ
を
掲
げ
て
お
く
。
冒
頭
か
ら
数
え
て
四
文
目
に
「
そ
も
そ
も
」
が
用
い
ら
れ
る
。①
ソ
レ
南
無
阿
弥
陀
仏
ト
マ
ウ
ス
文
字
ハ
ソ
ノ
カ
ス
ワ
ツ
カ
ニ
六
字
ナ
レ
ハ
…
②
サ
レ
ハ
信
心
ヲ
ト
ル
ト
イ
フ
モ
コ
ノ
六
字
ノ
ウ
チ
ニ
コ
モ
レ
リ
ト
シ
ル
ヘ
シ
　
③
サ
ラ
ニ
別
ニ
信
心
ト
テ
六
字
ノ
ホ
カ
ニ
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
　
④
抑
南
无
阿
弥
陀
仏
ノ
六
字
ヲ
善
導
釈
シ
テ
イ
ハ
ク
　
南
无
ト
イ
フ
ハ
帰
命
ナ
リ
マ
タ
コ
レ
発
願
回
向
ノ
義
ナ
リ
（
後
略
）
以
上
、
本
節
で
は
「
御
文
」
各
文
文
頭
の
語
句
か
ら
特
に
「
ソ
レ
」「
ソ
モ
ソ
モ
」
を
採
り
上
げ
、
使
用
状
況
や
機
能
に
つ
い
て
検
討
し
、
こ
れ
ら
語
句
が
実
際
の
法
座
で
果
た
す
効
果
を
も
併
せ
て
論
じ
た
。
三
　「
サ
レ
バ
（
シ
カ
レ
バ
）」
な
ど
に
つ
い
て
本
節
で
は
、
前
稿
で
も
論
じ
た
「
御
文
」
の
「
サ
レ
バ
（
シ
カ
レ
バ
）」
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
と
共
に
、
そ
の
他
の
文
頭
の
語
句
に
も
触
れ
る
。
前
回
述
べ
た
通
り
、「
サ
レ
バ
」「
シ
カ
レ
バ
」
の
使
用
は
『
五
帖
御
文
』
に
お
い
て
目
立
っ
た
数
字
を
示
し
て
い
る）6
（
。
で
は
、「
サ
レ
バ
」「
シ
カ
レ
バ
」
は
『
五
帖
御
文
』
の
各
書
簡
中
で
、
お
の
お
の
ど
の
様
な
頻
度
で
現
れ
る
だ
ろ
う
か
。
前
掲
の
表
１
、
お
よ
び
本
紀
要
前
号
の
拙
稿）7
（
所
載
の
調
査
結
果
か
ら
も
分
か
る
様
に
、
『
五
帖
御
文
』
で
は
様
々
な
接
続
語
句
が
多
く
の
回
数
に
わ
た
っ
て
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
内
、
本
稿
で
採
り
上
げ
る
語
群
に
つ
い
て
は
、
・「
サ
」
系
統
の
語
群
（
さ
れ
ば
・
さ
る
ほ
ど
に
・
さ
り
な
が
ら
他
）
・「
シ
カ
」
系
統
の
語
群
（
し
か
れ
ば
・
し
か
る
を
・
し
か
れ
ど
も
他
）
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
中
古
期
に
お
い
て
、「
シ
カ
」
系
統
の
語
群
は
漢
文
訓
読
の
場
で
用
い
ら
れ
、「
サ
」
系
統
の
語
群
は
和
文
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
る）8
（
。
い
わ
ゆ
る
和
漢
混
淆
文
が
一
般
化
し
て
い
た
中
世
室
町
期
に
製
作
さ
れ
た
「
御
文
」
に
両
系
統
の
語
が
見
え
る
こ
と
は
推
測
出
来
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
具
体
的
な
現
れ
方
に
つ
い
て
は
従
来
明
確
に
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
系
統
を
異
に
す
る
二
つ
の
語
群
が
ど
の
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、「
御
文
」
の
文
体
に
つ
い
て
考
え
る
手
掛
か
り
の
一
つ
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、「
御
文
」
の
代
表
的
な
接
続
語
で
あ
る
「
サ
レ
バ
」（「
サ
」
系
統
）
と
、
こ
れ
に
対
応
す
る
「
シ
カ
レ
バ
」（「
シ
カ
」
系
統
）
に
つ
い
て
そ
の
分
布
を
調
査
し
た
（
表
２
参
照
）。
表
２
か
ら
は
、『
五
帖
御
文
』
全
体
と
し
て
考
え
た
場
合
と
は
ま
た
別
の
、
各
書
簡
で
の
共
用
の
状
況
が
見
て
取
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
八
十
通
の
内
の
一
通
一
通
に
お
い
て
「
サ
レ
ハ
」
と
「
シ
カ
レ
ハ
」
が
共
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
訳
で
あ
る
。
共
用
が
見
ら
れ
る
書
簡
は
計
二
〇
通
（
一
ノ
一
〇
・
一
ノ
一
三
・
二
ノ
三
・
二
ノ
四
・
二
ノ
八
・
二
ノ
九
・
二
ノ
一
〇
・
二
ノ
一
五
・
三
ノ
一
・
三
ノ
三
・
三
ノ
四
・
三
ノ
七
・
三
ノ
一
〇
・
三
ノ
一
一
・
三
ノ
一
二
・
四
ノ
一
・
四
ノ
三
・
四
ノ
一
一
・
五
ノ
二
・
五
ノ
一
三
）
に
上
り
、
こ
れ
は
『
五
帖
御
文
』
全
体
の
四
分
の
一
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
て
、「
サ
」
系
統
の
語
群
・「
シ
カ
」
系
統
の
語
群
一
般
に
つ
い
て
見
る
な
ら
、
共
用
の
書
簡
は
先
の
二
〇
通
に
加
え
て
新
た
に
一
七
通
（
一
ノ
四
・
一
ノ
八
・
一
ノ
九
・
一
ノ
一
五
・
二
ノ
一
一
・
二
ノ
一
三
・
三
ノ
二
・
三
ノ
九
・
四
ノ
四
・
四
ノ
六
・
四
ノ
七
・
四
ノ
八
・
四
ノ
九
・
四
ノ
一
三
・
五
ノ
九
・
五
ノ
一
二
）
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
結
果
、
「
シ
カ
」「
サ
」
の
共
用
書
簡
の
数
は
計
三
七
通
と
な
り
、
全
八
十
通
の
半
分
近
く
を
占
め
る
訳
で
あ
る
。
次
に
、
そ
の
例
を
掲
げ
る
。
夫
倩
人
間
ノ
ア
タ
ナ
ル
体
ヲ
案
ス
ル
ニ
　
生
ア
ル
モ
ノ
ハ
カ
ナ
ラ
ス
死
ニ
帰
シ
サ
カ
ン
ナ
ル
モ
ノ
ハ
ツ
ヰ
ニ
オ
ト
ロ
フ
ル
ナ
ラ
ヒ
ナ
リ
　
サ
レ
ハ
タ
ヽ
イ
タ
ツ
ラ
ニ
ア
カ
シ
イ
タ
ツ
ラ
ニ
ク
ラ
シ
テ
年
月
ヲ
ヲ
ク
ル
ハ
カ
リ
ナ
リ
　
コ
5（ 矢毛：蓮如「御文」の語学的検討
レ
マ
コ
ト
ニ
ナ
ケ
キ
テ
モ
ナ
ヲ
カ
ナ
シ
ム
ヘ
シ
　
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
上
ハ
大
聖
世
尊
ヨ
リ
ハ
シ
メ
テ
　
下
ハ
悪
逆
ノ
提
婆
ニ
イ
タ
ル
マ
テ
ノ
カ
レ
カ
タ
キ
ハ
無
常
ナ
リ
　
シ
カ
レ
ハ
マ
レ
ニ
モ
ウ
ケ
カ
タ
キ
ハ
人
身
ア
ヒ
カ
タ
キ
ハ
仏
法
ナ
リ 
（
三
ノ
四
）
ソ
モ
ソ
モ
信
心
ト
イ
フ
ハ
阿
弥
陀
仏
ノ
本
願
ノ
イ
ハ
レ
ヲ
ヨ
ク
分
別
シ
テ
　
一
心
ニ
弥
陀
ニ
帰
命
ス
ル
カ
タ
ヲ
モ
テ
他
力
ノ
安
心
ヲ
決
定
ス
ト
ハ
マ
ウ
ス
ナ
リ
　
サ
レ
ハ
南
无
阿
弥
陀
仏
ノ
六
字
ノ
イ
ハ
レ
ヲ
　
ヨ
ク
コ
ヽ
ロ
エ
ワ
ケ
タ
ル
ヲ
モ
テ
信
心
決
定
ノ
体
ト
ス
　
シ
カ
レ
ハ
南
无
ノ
二
字
ハ
衆
生
ノ
阿
弥
陀
ヲ
信
ス
ル
機
ナ
リ
　
…
（
中
略
）
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
衆
生
ノ
三
業
ト
　
一
体
ニ
ナ
ル
ト
コ
ロ
ヲ
サ
シ
テ
善
導
和
尚
ハ
　
彼
此
三
業
不
相
捨
離
ト
釈
シ
タ
マ
ヘ
ル
モ
コ
ノ
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
　
サ
レ
ハ
一
念
帰
命
ノ
信
心
決
定
セ
シ
メ
タ
ラ
ン
人
ハ
　
カ
ナ
ラ
ス
ミ
ナ
報
土
ニ
往
生
ス
ヘ
キ
コ
ト
サ
ラ
ニ
モ
テ
ソ
ノ
ウ
タ
カ
ヒ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス 
（
三
ノ
七
）
夫
秋
モ
サ
リ
春
モ
サ
リ
テ
年
月
ヲ
ヲ
ク
ル
コ
ト
昨
日
モ
ス
キ
今
日
モ
ス
ク
　
イ
ツ
ノ
マ
ニ
カ
ハ
年
老
ノ
ツ
モ
ル
ラ
ン
ト
モ
オ
ホ
エ
ス
シ
ラ
サ
リ
キ
　
シ
カ
ル
ニ
ソ
ノ
ウ
チ
ニ
ハ
サ
リ
ト
モ
ア
ル
ヒ
ハ
花
鳥
風
月
ノ
ア
ソ
ヒ
ニ
モ
マ
シ
ハ
リ
ツ
ラ
ン
　
マ
タ
歓
楽
苦
痛
ノ
悲
喜
ニ
モ
ア
ヒ
ハ
ン
ヘ
リ
ツ
ラ
ン
ナ
レ
ト
モ
…
（
中
略
）…
タ
ヽ
イ
タ
ツ
ラ
ニ
ア
カ
シ
イ
タ
ツ
ラ
ニ
ク
ラ
シ
テ
　
老
ノ
シ
ラ
カ
ト
ナ
リ
ハ
テ
ヌ
ル
身
ノ
ア
リ
サ
マ
コ
ソ
カ
ナ
シ
ケ
レ
　
サ
レ
ト
モ
今
日
マ
テ
ハ
无
常
ノ
ハ
ケ
シ
キ
風
ニ
モ
サ
ソ
ハ
レ
ス
シ
テ
　
我
身
ア
リ
カ
ホ
ノ
体
ヲ
（
後
略
） 
（
四
ノ
四
）
「
三
ノ
四
」「
三
ノ
七
」
の
例
は
「
サ
レ
バ
」「
シ
カ
レ
バ
」
共
用
の
、「
四
ノ
四
」
の
例
は
「
シ
カ
ル
ニ
」
と
「
サ
リ
ト
モ
」「
サ
レ
ド
モ
」
と
い
う
「
サ
」
系
「
シ
カ
」
系
共
用
の
、
そ
れ
ぞ
れ
場
合
で
あ
る
。
こ
の
他
、
次
に
「
サ
」
系
統
・「
シ
カ
」
系
統
共
用
の
書
簡
の
例
を
示
す
。
（
蓮
如
が
越
前
吉
崎
の
山
中
に
）
カ
タ
ノ
コ
ト
ク
一
宇
ヲ
建
立
シ
テ
　
昨
日
今
日
ト
ス
キ
ユ
ク
ホ
ト
ニ
ハ
ヤ
三
年
ノ
春
秋
ハ
ヲ
ク
リ
ケ
リ
　
サ
ル
ホ
ト
ニ
道
俗
男
女
群
集
セ
シ
ム
ト
イ
ヘ
ト
モ
　
サ
ラ
ニ
ナ
ニ
ヘ
ン
ト
モ
ナ
キ
体
ナ
ル
ア
ヒ
タ
当
年
ヨ
リ
諸
人
ノ
出
入
ヲ
ト
ヽ
ム
ル
コ
ヽ
ロ
ハ
　
コ
ノ
在
所
ニ
居
住
セ
シ
ム
ル
根
元
ハ
ナ
ニ
コ
ト
ソ
ナ
レ
ハ
　
ソ
モ
〳
〵
人
界
ノ
生
ヲ
ウ
ケ
テ
ア
ヒ
カ
タ
キ
仏
法
ニ
ス
テ
ニ
ア
ヘ
ル
身
カ
　
イ
タ
ツ
ラ
ニ
ム
ナ
シ
ク
捺
落
ニ
シ
ツ
マ
ン
ハ
マ
コ
ト
ニ
モ
テ
ア
サ
マ
シ
キ
コ
ト
ニ
ア
ラ
ス
ヤ
　
シ
カ
ル
ア
ヒ
タ
念
仏
ノ
信
心
ヲ
決
定
シ
テ
極
楽
ノ
往
生
ヲ
ト
ケ
ン
ト
オ
モ
ハ
サ
ラ
ン
人
々
ハ
　
ナ
ニ
シ
ニ
コ
ノ
在
所
ヘ
来
集
セ
ン
（
後
略
）
 
（
一
ノ
九
、「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」「
シ
カ
ル
ア
ヒ
ダ
」
の
例
）
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
法
然
聖
人
ノ
御
コ
ト
ハ
ニ
イ
ハ
ク
　
浄
土
ヲ
ネ
カ
フ
行
人
ハ
病
患
ヲ
エ
テ
ヒ
ト
ヘ
ニ
コ
レ
ヲ
タ
ノ
シ
ム
ト
コ
ソ
オ
ホ
セ
ラ
レ
タ
リ
　
シ
カ
レ
ト
モ
ア
ナ
カ
チ
ニ
病
患
ヲ
ヨ
ロ
コ
フ
コ
ヽ
ロ
サ
ラ
ニ
モ
テ
ヲ
コ
ラ
ス
ア
サ
マ
シ
キ
身
ナ
リ
カ
ナ
シ
ム
ヘ
キ
モ
ノ
歟
　
サ
リ
ナ
カ
ラ
予
カ
安
心
ノ
一
途
一
念
発
起
平
生
業
成
ノ
宗
旨
ニ
ヲ
ヒ
テ
ハ
イ
マ
一
定
ノ
ア
ヒ
タ
（
後
略
）
 
（
四
ノ
一
三
、「
サ
リ
ナ
ガ
ラ
」「
シ
カ
レ
ド
モ
」
の
例
）
と
こ
ろ
で
、
右
の
諸
例
か
ら
も
分
か
る
様
に
、
少
な
く
と
も
『
五
帖
御
文
』
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
経
文
の
解
釈
の
際
に
は
「
シ
カ
」
系
統
を
用
い
、
そ
れ
以
外
の
く
だ
り
で
は
「
サ
」
系
統
の
語
群
を
用
い
る
と
い
う
風
な
使
い
分
け
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
問
答
形
式
に
よ
る
文
章
構
成）9
（
を
採
る
書
簡
で
「
問
」
「
答
」
の
別
に
よ
っ
て
両
系
統
の
語
群
が
使
い
分
け
ら
れ
る
と
い
う
様
な
傾
向
も
見
出
し
難
い
。
例
え
ば
、
前
回
に
お
い
て
も
引
用
し
た
「
一
ノ
一
五
」
の
「
答
テ
イ
ハ
ク
…
イ
レ
タ
マ
フ
ナ
リ
」
の
く
だ
り
で
は
、
問
い
に
「
答
」
え
る
一
続
き
の
文
章
の
な
か
で
「
シ
カ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
」（「
シ
カ
」
系
統
）
と
「
サ
リ
ナ
カ
ラ
」・
「
サ
レ
ハ
」（「
サ
」
系
統
）
と
の
共
用
が
見
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。
ま
た
、
次
に
掲
げ
る
「
二
ノ
八
」
の
書
簡
冒
頭
で
は
、
夫
十
悪
五
逆
ノ
罪
人
モ
五
障
三
従
ノ
女
人
モ
　
ム
ナ
シ
ク
ミ
ナ
十
方
三
世
ノ
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諸
仏
ノ
悲
願
ニ
モ
レ
テ
ス
テ
ハ
テ
ラ
レ
タ
ル
我
等
コ
ト
キ
ノ
凡
夫
ナ
リ
　
シ
カ
レ
ハ
コ
ヽ
ニ
弥
陀
如
来
ト
申
ハ
三
世
十
方
ノ
諸
仏
ノ
本
師
本
仏
ナ
レ
ハ
…
（
中
略
）…
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
親
鸞
聖
人
ノ
ス
ヽ
メ
マ
シ
マ
ス
ト
コ
ロ
ノ
他
力
ノ
信
心
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
ヨ
ク
存
知
セ
シ
メ
ン
ヒ
ト
ハ
　
カ
ナ
ラ
ス
十
人
ハ
十
人
ナ
カ
ラ
ミ
ナ
カ
ノ
浄
土
ニ
往
生
ス
ヘ
シ
　
サ
レ
ハ
コ
ノ
信
心
ヲ
ト
リ
テ
カ
ノ
弥
陀
ノ
報
土
ニ
マ
イ
ラ
ン
ト
オ
モ
フ
ニ
ツ
イ
テ
（
後
略
）
と
、
問
い
に
あ
た
る
一
続
き
の
文
章
の
中
で
「
シ
カ
レ
ハ
」「
サ
レ
ハ
」
の
両
方
が
用
い
ら
れ
る
例
も
存
す
る
。
以
上
見
て
来
た
様
に
、「
御
文
」
か
ら
受
け
る
接
続
語
句
の
多
用
と
い
う
前
稿
で
も
述
べ
た
印
象
は
、
異
な
る
二
つ
の
文
体
的
系
統
に
属
す
る
要
素
が
交
え
用
い
ら
れ
る
中
世
以
降
の
文
章
表
現
一
般
に
見
ら
れ
る
側
面
が
「
内
典
」
か
つ
「
不
特
定
多
数
の
人
々
の
前
で
読
み
上
げ
ら
れ
理
解
さ
れ
る
」
と
い
う
「
御
文
」
特
有
の
性
格
に
よ
っ
て
特
徴
化
さ
れ
た
も
の
と
あ
ら
た
め
て
考
え
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
い
わ
ゆ
る
和
漢
混
淆
の
度
合
い
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
僅
か
に
「
サ
」
系
統
・「
シ
カ
」
系
統
の
接
続
語
句
群
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
み
で
あ
る
か
ら
、
他
の
語
彙
・
語
法
な
ど
に
つ
い
て
考
え
た
場
合
、
さ
ら
に
多
く
の
注
目
す
べ
き
点
が
見
出
せ
よ
う
。
続
稿
に
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
文
頭
の
接
続
語
句
で
他
に
比
較
的
多
く
用
い
ら
れ
る
の
は
「
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
」（
四
四
例
）・「
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
」（
二
九
例
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
前
稿
で
述
べ
た
様
に
、
当
該
語
句
以
下
の
く
だ
り
で
論
理
展
開
の
結
果
を
確
か
め
、
門
徒
の
信
心
を
堅
固
な
も
の
と
す
る
た
め
の
も
の
と
言
え
よ
う
。
次
に
、
典
型
的
な
例
を
示
す
。
弥
陀
如
来
他
力
ノ
大
信
心
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
イ
マ
コ
ソ
ア
キ
ラ
カ
ニ
シ
ラ
レ
タ
リ
　
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
カ
タ
シ
ケ
ナ
ク
モ
ヒ
ト
タ
ヒ
他
力
ノ
信
心
ヲ
エ
タ
ラ
ン
人
ハ
ミ
ナ
　
弥
陀
如
来
ノ
御
恩
ヲ
オ
モ
ヒ
ハ
カ
リ
テ
仏
恩
報
謝
ノ
タ
メ
ニ
　
ツ
ネ
ニ
称
名
念
仏
ヲ
マ
ウ
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
　
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵
 
（
五
ノ
一
二
）
世
ニ
コ
エ
タ
ル
大
願
ヲ
ヲ
コ
シ
テ
女
人
成
仏
ト
イ
ヘ
ル
殊
勝
ノ
願
ヲ
ヲ
コ
シ
マ
シ
マ
ス
弥
陀
ナ
リ
　
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
フ
カ
ク
弥
陀
ヲ
タ
ノ
ミ
後
生
タ
ス
ケ
タ
マ
ヘ
ト
申
サ
ン
女
人
ハ
　
ミ
ナ
〳
〵
極
楽
ニ
往
生
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
　
ア
ナ
カ
シ
コ
〳
〵 
（
五
ノ
二
〇
）
以
上
、
本
節
で
は
、『
五
帖
御
文
』
各
書
簡
中
の
「
サ
レ
バ
」「
シ
カ
レ
バ
」
に
つ
い
て
や
や
細
か
く
検
討
し
つ
つ
、
そ
の
周
辺
の
「
サ
」
系
統
・「
シ
カ
」
系
統
の
接
続
語
句
群
な
ど
に
つ
い
て
も
併
せ
て
観
察
し
た
。
四
　
お
わ
り
に
今
回
は
、「
御
文
」
各
書
簡
を
形
作
る
各
文
の
文
頭
に
着
目
し
、
特
に
「
ソ
レ
」
「
ソ
モ
ソ
モ
」
や
「
サ
レ
バ
」「
シ
カ
レ
バ
」
さ
ら
に
「
サ
」
系
統
・「
シ
カ
」
系
統
の
語
群
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、『
五
帖
御
文
』
各
書
簡
に
お
い
て
「
ソ
レ
」「
ソ
モ
ソ
モ
」
は
単
に
書
簡
冒
頭
の
み
な
ら
ず
、
半
ば
に
用
い
ら
れ
て
宗
義
の
根
本
を
確
か
め
直
す
く
だ
り
を
予
告
す
る
と
い
う
機
能
を
も
有
す
る
こ
と
、
ま
た
「
サ
レ
バ
」「
シ
カ
レ
バ
」
さ
ら
に
「
サ
」
系
統
・「
シ
カ
」
系
統
の
語
群
が
各
書
簡
で
多
く
交
え
用
い
ら
れ
、「
御
文
」
の
文
体
印
象
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
論
じ
た
。
今
後
も
必
要
に
応
じ
、
続
稿
に
お
い
て
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。
表
２ 
『
五
帖
御
文
』
各
通
に
お
け
る
「
サ
レ
ハ
」
・
「
シ
カ
レ
ハ
」
の
使
用
状
況
サ
レ
ハ
シ
カ
レ
ハ
サ
レ
ハ
シ
カ
レ
ハ
一
ノ
一
　
（
0
三
ノ
一
一
（
（
　
　
二
　
（
0
　
　
一
二
（
（
　
　
三
　
0
0
　
　
一
三
0
0
　
　
四
　
5
0
四
ノ
一
　
（
（
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注（（
） 
「
蓮
如
「
御
文
」
の
語
学
的
検
討
―（
二
）
文
章
構
成
―（『
久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要 
国
債
文
化
学
科
編
』
三
四
・
三
五
合
併
号
・
平
成
三
十
〈
二
〇
一
八
〉
年
九
月
）。
（
（
） 
土
井
忠
生
氏
訳
『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』
六
六
一
～
二
頁
・
三
省
堂
、
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
。
（
（
） 
ロ
ド
リ
ゲ
ス
を
も
ち
ろ
ん
含
む
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
者
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
書
を
日
本
語
訳
す
る
に
当
た
っ
て
は
「
内
典
」、
さ
ら
に
言
え
ば
「
御
文
」
の
文
章
が
参
考
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
金
龍
静
氏
「
イ
エ
ズ
ス
会
資
料
の
一
向
宗
」
〈
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
編
『
蓮
如
の
世
界
　
蓮
如
上
人
五
百
回
忌
記
念
論
集
』
文
栄
堂
、
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
〉
な
ど
参
照
）。
（
4
） 
『
続
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
と
国
語
研
究
』
笠
間
書
院
、
昭
和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
・
六
五
～
七
九
頁
「
文
体
」
の
項
参
照
。
（
5
） 
中
村
元
氏
「
宗
教
書
と
し
て
の
『
御
文
章
』
の
文
章
形
式
」（
浄
土
真
宗
教
学
研
究
所
編
『
蓮
如
上
人
研
究
　
教
義
篇
Ⅰ
』
永
田
文
昌
堂
、
平
成
十
〈
一
九
九
八
〉
年
所
収
）
に
、
「
御
文
」
の
起
筆
に
つ
い
て
の
考
察
が
あ
る
。
（
6
） 
こ
れ
ら
の
用
例
数
か
ら
考
え
る
と
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
「
内
典
」
の
接
続
表
現
に
つ
い
て
、
極
め
て
正
鵠
を
射
た
指
摘
を
行
っ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、
福
島
氏
の
調
査
結
果
か
ら
は
、「
さ
れ
ば
」「
し
か
れ
ば
」
の
使
用
数
で
『
ヒ
ィ
デ
ス
の
導
師
』
が
『
五
帖
御
文
』
と
似
た
傾
向
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
（
7
） 
注
１
参
照
の
こ
と
。
（
8
） 
築
島
裕
氏
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』〈
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
三
十
八
〈
一
九
六
三
〉
年
〉
四
五
七
～
四
六
三
頁
他
参
照
。
（
9
） 
注
１
の
拙
稿
参
照
の
こ
と
。
一
ノ
五
　
0
0
四
ノ
二
　
0
（
　
　
六
　
0
0
　
　
三
　
（
（
　
　
七
　
0
0
　
　
四
　
（
0
　
　
八
　
0
（
　
　
五
　
0
0
　
　
九
　
0
0
　
　
六
　
（
0
　
　
一
〇
（
（
　
　
七
　
（
0
　
　
一
一
0
（
　
　
八
　
（
0
　
　
一
二
0
0
　
　
九
　
0
0
　
　
一
三
（
（
　
　
一
〇
（
0
　
　
一
四
（
0
　
　
一
一
（
（
　
　
一
五
4
0
　
　
一
二
0
（
二
ノ
一
　
0
0
　
　
一
三
0
0
　
　
二
　
（
0
　
　
一
四
（
0
　
　
三
　
（
（
　
　
一
五
0
（
　
　
四
　
（
（
五
ノ
一
　
0
0
　
　
五
　
0
（
　
　
二
　
（
（
　
　
六
　
0
0
　
　
三
　
0
0
　
　
七
　
（
0
　
　
四
　
0
0
　
　
八
　
（
（
　
　
五
　
（
0
　
　
九
　
（
（
　
　
六
　
（
0
　
　
一
〇
（
（
　
　
七
　
0
0
　
　
一
一
（
0
　
　
八
　
（
0
　
　
一
二
0
0
　
　
九
　
（
0
　
　
一
三
（
0
　
　
一
〇
0
0
　
　
一
四
（
0
　
　
一
一
4
0
　
　
一
五
（
（
　
　
一
二
（
0
三
ノ
一
　
（
（
　
　
一
三
（
（
　
　
二
　
（
0
　
　
一
四
0
0
　
　
三
　
（
（
　
　
一
五
（
0
　
　
四
　
（
（
　
　
一
六
（
0
　
　
五
　
（
0
　
　
一
七
0
0
　
　
六
　
（
0
　
　
一
八
0
0
　
　
七
　
（
（
　
　
一
九
0
（
　
　
八
　
（
0
　
　
二
〇
0
0
　
　
九
　
（
0
　
　
二
一
（
０
　
　
一
〇
（
（
　
　
二
二
（
０
計
8（
（（
